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施設被覆資材の紫外線透過特性とイテゴの着色

吉村昭信

RelatioDttiP betwoen SPoctrrLl Characterlstic for

Ultiavio】ct of lhe I「ilm EEd Prui↓  Coloring in Stnwberrl

AkinobLl

イチゴ品種 と よのか は 近年奈真県においても萩培

面積が大幅に増加しているが 同 時に青色不良果の増加

による商品位のlrTが 大きな問題となっている。これま

でにも果実の皆色不良に関しては数多くの研究が行われ

てきており そ の結果から二として温度および光線の不

足が原因であるものと考えられている。 と よのうヤ の

fL培では 「 玉出しJや 「玉返しJと 呼ばれる管理作業

がされており ま たマルチに光反,↓性の資材を用いて

「工返しJと 同様の効果を狙った研究 も 見られ 果 実

に光をあてることにはかなり力が注がれている。

ところて 拡 覆資材の光線透過特性は材質によって大

きく冥なり ま た材質が同じでも銘れによっても其なっ

ている。ミッ本チとの関lT‐からイチゴ栽培には紫外lR不

透過フィルムは適さないという程度の目安があるのみで

光質と着色との関係 つ まりどの波長の光が と よのカヤ

の者色に
‐
l果があるのかは ま だ明らかにされたとは言

えない。そこで今回近紫外域の光を選択的に吸収するフ

“ルムを使用してイチゴをtl培し 者 色の追い幸を比較

したので報告する。

調査方法

品種は と よのか を 用(1苗 は1991年7月1日に鉢上

げし 12肥 (OK―Fl)で 育成したものを,9月 20日に定

植した。面積 9市 のハウス1棟 を1試験区とし 栽 植方

式は畝幅110m)株 問20c“ 条間25cnの 2条 ちどり植え.

反復なしとした。施肥は化成lL料 (IB Sl号 )を 使用し

て10■当り窒業8昭を元肥として施用し卜 追 肥は確肥(0

K Fl)を 適宜与えた。定値前よりヽ よけハウス状態と

し 定 植後もそのままて救もした。全面世覆と換気扇に

よる換気開始は10月20日であつたが 当 初は全区で同じ

ポリオレフィン系フィルムを使用した。11月28日から処

理を始め,紫 外線不透過区 (以 下U V400区  商 品名 :

グローヤスター)試 作フィルム区 (以下U V35朝X 住

友化学工業の協力で試作)紫 外線透過区 (以下U V300

YoslnHビ lR A

区 商 品名 〔クリンテート)を 設け 内 張,カ ーテンは

0 05mmの率外線通過フィルム (U V 300区 と同等品)を

張った。

交屁は数日ごとに峯を用いて千作業で行った。

収種日はU V300区 におけるイチゴのtl色真合をと準

とした。U V400区  U V350区 も同じ日に収種し 過 熟

果は糟度 看 色調査から疎外した。

調査項目は 某 実精度および呆実表皮のアントンアニ

ン曇とした。糖度はBttx示度とし 黒 実高 1/2で 切断

し先瑞部と基部を押しついして果汁を採取し 屈 折言|を

用いてtt定した。アントンアニン量の予価は,果 実表層

の最もよく者色していると見られる部分から 直 径138

mm,厚 さ約lmぃの円形切片を 1片切り取り 1%塩 磁メタ

フール10■1で1昼夜暗黒下で抽出し こ の抽出液の吸光

ど―ク波長508nmの 吸光度を測定した。

なお 処 理別の開花日は第 1表のとおりであつた。U

V400区 でややPr l花が早かったが 松 種処理の開始時期

が11月末と運かったこともあり 紫 外線透過の影響では

ないと思われる (第 1麦 )。

第 1表 紫 外線透過率の異なる粧覆資材で栽培されたイ

チ」の開花日

Tablo l  Flo Iヽ●ring なate conditioェed u113●r the

fllms of  difrerenl  lransmissivity for

Ⅲllravi。1●t light

処  理    UV400  UV350  UV300

第 1花房開在日  10/26  10/31  10/27

第 2花房FTH花日  12/16  12/22  12/21

フィルムの波長別光線透過特性

供訳フィルムの波長〕,光線透過特とは第 1図のとおり

で U V400区 は400■mよ り'い 波長の光を杢く透過し

なや、 試作したU V 350区は350nmよ り短い波長の光を

想

ポ

さ

日
あ

８

1)前 川寛之 1992奈 虫農試研報23,2126



本良県農業試験場研究報告 第 24号 (1993) (71)

透過しなかった。一方U V300区は300■m～ 380■mの 紫

外部でも80%以 上透過し, それより短い波長の光もかな

り良く遷過した (第 1図 )。
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第 2図  フ ィルムの紫外線透過辛かイチゴ果実のアント

ンアニン量に及はす影響

Fig 2  Effocts of tho filコ s with difモorent

transmissivi↓y for ultraviolo↓ ray on

anthooyanin level of s,rawberry fruit

第 3図 に措度(Brょ)の推移を示 した。楢度にも言色

と同様なV字 型の手師的な変動が見られた。しかしV字

の谷にあたる時期が者色の場合よりも遅れ! 3月 下旬に

1 2

最低となった (第3図 )。
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第 1図 供 試フィルムの波長',光線透過率

Fi= l  Spectral characteristic of 。。vering

nateriュls

フィルムの紫外緯遷過付性とイテゴの清色と活度

イチゴ果実表層のアントシアニン量の推移を第 2図 に

示した。調査を行った期間を通して 紫 外線をあ過する

U V300区 が最も着色がよく,次 にU V 350区で,紫 外線

を通きない U V400区 は最も吉色が悪かった。また1月

から3月 上旬の低温翔において次第に者色が悪くなり

その後回復し! 5月 から6月 にかけて再び悪化するとい

う予節的変動が フ ィルムの紫外線透過率の連いにかか

わらず同様に生じた。観察では,U V350区 の果寅は紫

外線を透過するU V 300区の果賞と変わらないほど着色

した果実も中にはあったが 紫 外線不透過のU V400区

と同様に者とが不充分なまま発酵するものが多く見られ

た。

U V400区 において3月 から4月 にかけて者色が向上

するのは,イ チゴの着色に対 して400■m以 上の光も間

与していること及び 温 度の L昇による者色促道作用が

働いたものと考えられる (第 2図 )。
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月 日

□ uV4oo区  キ UV350区  ◇ UV300区

第3図  フ ィルムの紫外規透過手がイチゴの糖度に及ぼ

す影讐

Fig 3 Effects of the filins with differont

transmissivitF fOr,ltraviolot ray on Brix

以上のとおり 2月 下旬から3月 初旬までと5月 はあ

る程度橋度はあっても音色が悪く 3月 下旬～ 4月 はイ

チゴの宥色が良くなる一方で)果 実内の糟度が上昇しな

いという傾向があり そ れは被覆資材の紫外線通過率の

連いにかかわらず認められた。発酵果が発生したり 3

月～4月 の精度が落ちるのは, このような果度の首色速

度と描度の上昇速度にアンバランスが生じた結果と考え

られる。

紫外線不透過フィルム下のイテゴの看色が 紫 外線透

過フィルムを使用した場合より劣ることは 以 前から知

られており 本 試験でも紫外線による希色促進/J果が明

らかに認められた。を色の指標としてのアントンアニン

量は、350nm以 下の光を送町することにより、業外線

を透過する場合 (UV300区 )と 遠過しない場合 (UV400

区)の 中間の値を示した。このことから、イチすの音色

には300～400ェコの光が量的に作用を及ばしていること

が考えられるが、特に350,m付 近をビークに持つ光が

特異的に働いている可能性も残された。それらを明うか

にするには他の紫外域を吸収するフィルムを使用した調

査が必要であると思われる。
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